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試み、リチウム電極基準で ４ Ｖ の領域は、格子定数の異なる立方晶と立方晶の２相が共存するト
ポタクティック２相反応に加えて立方晶の１相反応から成り立っており、LiMn2O4から LiMnO2に至る
３ Ｖ の領域は、立方晶と正方晶の２相が共存するトポタクティック２相反応であることを示し、反
応の全容解明に世界で初めて成功している。また、この４Ｖでのトポタクティック電気化学反応は可
逆性に優れているとの立場からスピネル類縁構造の Li[LixMn2-x]O4の合成を熱重量分析、粉末Ｘ線回
折に加えて走査型電子顕微鏡による粒子の形態観察によって最適化を行いスピネルの特徴である正
八面体粒子が集まった高結晶なリチウム・マンガン酸化物が出力特性およびサイクル寿命に優れてい
ることを明らかにしている。 
以上のように、本論文の著者は、非水溶媒リチウム電池中での二酸化マンガンの電気化学反応を解
明し、リチウムイオン含有二酸化マンガンの可逆電極機能を見事に実証している。これらの研究成果
は無機材料化学および電気化学の発展に寄与するところ大である。よって本論文の著者は博士（工学）
の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
